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大塚食品株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：白石耕一）は、米粒状

加工食品『マンナンヒカリ』ブランドから、大麦β-グルカンの働きで食後血糖値の上昇をお

だやかにする『もち麦・玄米入りマンナンヒカリ』と『もち麦・玄米入りマンナンごはん』の機能

性表示食品 2 品を、2022 年 9 月 12 日（月）に発売します。  
 

こんにゃく生まれの『マンナンヒカリ』は、お米と混ぜて炊くだけで、ごはんの見た目や量、

おいしさはそのままに、糖質・カロリーをカット、食物繊維もとれる米粒状加工食品です。近

年の健康志向、糖質関連市場の拡大に伴い、多くのお客様に支えられながら成長を続け

ています。  
 

普段の食事に手軽に取り入れ、普通のごはんと同じように無理なく続けられることが『マ

ンナンヒカリ』の魅力のひとつですが、健康意識が高いお客様からは、「マンナンヒカリともち

麦や玄米などを混ぜて食べている」、「糖質カットのマンナンヒカリにもち麦などの健康感を

プラスして食べたい」といったお声をいただき、このたびの新製品開発に至りました。  
 

『もち麦・玄米入りマンナンヒカリ』は、マンナンヒカリ、もち麦、玄米を使用しており、その

まま炊くだけの炊飯タイプです。またレンジで温めるパックごはんの『もち麦・玄米入りマンナ

ンごはん』は、マンナンヒカリ、もち麦、玄米、白米を使用しています。どちらもマンナンヒカリ

と、食後血糖値の上昇をおだやかにする大麦β-グルカンが含まれるもち麦、プチプチとした

食感の玄米、それぞれの良さが楽しめます。  
 

大塚食品は今後も『マンナンヒカリ』を通して、おいしく健康的な食生活を提案してまいり

ます。  
 

 

 

  

『マンナンヒカリ』から機能性表示食品 2 品登場！ 

『もち麦・玄米入リマンナンヒカリ』 『もち麦・玄米入りマンナンごはん』 

～9 月 12 日（月）から全国発売～  

もち麦・玄米入りマンナンヒカリ  もち麦・玄米入りマンナンごはん  



もち麦・玄米入りマンナンごはん  

（機能性表示食品）  

もち麦・玄米入りマンナンヒカリ  

（機能性表示食品）  

【製品概要】  

■発 売 日 ：  2022 年 9 月 12 日（月）  

■販 売 エリア ：  全国  

■販売チャネル ：  量販店、一般小売店、ドラッグストア、通信販売等  
 

 

■製 品 サイ ト ：  https ://www.mannanhikar i .com/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品名  

  

内容量  
224g（56g×4 袋）  

 ※1 袋=0.5 合相当分 
150g 

希望小売価格 650 円（税別）  240 円（税別）  

製品特長  

・大麦β-グルカンの働きで食後血糖

値の上昇をおだやかに 

・マンナンヒカリ、もち麦、玄米使用 

・そのまま炊くだけで手間なし 

・大麦β-グルカンの働きで食後血糖

値の上昇をおだやかに 

・マンナンヒカリ、もち麦、玄米、白米

使用 

・電子レンジで簡単調理 

機能性表示食品 

届出表示  

本品には大麦β-グルカンが含まれます。大麦β-グルカンは食後血糖

値の上昇をおだやかにすることが報告されています。  

https://www.mannanhikari.com/


参考資料  

【機能性表示食品  届出情報】  

 

 

 

 

機能性表示食品 もち麦・玄米入りマンナンヒカリ もち麦・玄米入りマンナンごはん 

届出番号 G1416 G1417 

届出表示 
本品には大麦β-グルカンが含まれます。大麦β-グルカンは食後血糖

値の上昇をおだやかにすることが報告されています。 

1 日摂取目安量 1 袋（56g） 1 食分（150g） 

摂取の方法 

おいしい炊き方を参考に、炊飯

された全量（１食分 170g相当）を

お召し上がりください。 

電子レンジで加熱後、お召し上が

りください。 

摂取上の注意 
多量に摂取することにより、体調によっては、おなかがゆるくなること

があります。 

機能性関与成分およ

び含有量 
大麦β-グルカン：1,055mg 

バランスの取れた食生

活の普及啓発を図る

文言 

食生活は、主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。 

機能性及び安全性に

ついて国による評価を

受けたものではない旨 

本品は、事業者の責任において特定の保健の目的が期待できる旨

を表示するものとして、消費者庁長官に届出されたものです。ただし、

特定保健用食品と異なり、消費者庁長官による個別審査を受けたも

のではありません。 

疾病の診断、治療、予

防を目的としたもので

はない旨 

本品は、疾病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。 

疾病に罹患している

者、未成年者、妊産婦

及び授乳婦に対し訴求

したものではない旨 

本品は、疾病に罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を計画して

いる者を含む。）及び授乳婦を対象に開発された食品ではありませ

ん。 

疾病に罹患している者

は医師、医薬品を服用

している者は医師、薬

剤師に相談した上で摂

取すべき旨 

疾病に罹患している場合は医師に、医薬品を服用している場合は医

師、薬剤師に相談してください。 

体調に異変を感じた際

は速やかに摂取を中

止し、医師に相談すべ

き旨 

体調に異変を感じた際は、速やかに摂取を中止し、医師に相談してく

ださい。 


